


資料１

放送ネットワーク整備支援事業（災害情報等放送・伝送システム整備事業のうち災害情報等放送システム整備事業）・整備計画書
朱書きは記載例及び注意事項のため、申請時は削除すること。


	申請主体
	

	
	申請主体名
	株式会社○○放送

	
	代表団体の長名
	代表取締役社長　総務　太郎

	
	担当者連絡先
	○○部○○部長　総務一郎
電話：XXX-XXXX-XXXX、メール：********@++++.jp

	事業概要
	

	
	1 事業内容
○○市については、防災行政無線（同報系）が未整備であり、災害等発生時に住民に対して多様な方法により、災害情報や避難情報等を伝達する必要がある。また、○○市においては、近年台風による河川の氾濫等が発生しており、高齢者等への災害情報等の的確かつ迅速な伝達が急務である。これらのことから、○○市から提供される災害情報や避難情報等を即時且つ継続的に伝達するため、自動読上システムを整備する。さらに、起動信号発生装置、緊急割込放送設備等を新たに本社設備に整備し、今後○○市が配備予定の自動起動ラジオを用いて、迅速な情報伝達の実現を図る。
②事業費
	
	
	
	（単位：千円）

	
	事業費（全体）
	事業費（補助対象）
	補助金申請額

	施設・設備費
	○○○、○○○
	△△△、△△△
	□□□、□□□

	用地取得費・道路費
	
	
	

	企画・開発費
	
	
	

	合計
	○○○、○○○
	△△△、△△△
	□□□、□□□




	整備箇所１（複数箇所ある場合は　整備箇所２・・・と適宜追加すること）

	
	１．自動変換・読上装置の整備

	
	（１）　整備の概要
①　整備の内容
自動変換・読上装置の整備
  ② 対象設備の所有者（自己所有のみ）
　　　　株式会社○○放送
③ 整備の場所
　　本社（○○県○○市○○）内 
④ 整備の内容
本社に備えている放送施設に自動変換・読上装置を新たに設置する。
⑤ 整備の理由
災害発生時において、夜間等のアナウンサーが不在の際に、住民に対して即時に情報を伝達するため
⑥ 事業の所要額
　　　　○,○○○千円

（２） 整備スケジュール
令和○年○月　工事着工
令和○年○月　工事完了
令和○年○月　事業完了
※事業の適用可否の判断の対象となるので、可能な限り詳細に記載。

	
	

	
	

	
	２．起動信号発生装置等の整備

	

	（１）　整備の概要
① 整備の種類
起動信号発生装置の整備
② 対象設備の所有者（自己所有のみ）
株式会社○○放送
③　整備の場所
本社（○○県○○市○○）内
④ 整備の内容
本社に備えている放送施設に起動信号発生装置を新たに設置する
⑤ 整備の理由
市町村により今後配布予定の自動起動ラジオを制御するため
⑥ 事業の所要額
　　　　○,○○○千円
（２）市町村の自動起動ラジオの配備予定（起動信号発生装置を整備する場合に限る。）
　　令和○年度に○○市に配備予定

（３）整備スケジュール
令和○年○月　工事着工
令和○年○月　工事完了
令和○年○月　事業完了
※事業の適用可否の判断の対象となるので、可能な限り詳細に記載。

	
	３．防災行政無線（同報系）及び自動起動ラジオの整備状況等

	
	（１）防災行政無線（同報系）の整備状況
　　　　　公募申請時において未整備（○○市に確認済）
（２）自動起動ラジオの配備状況
　　　 　公募申請時において未配備（○○市に確認済）



添付資料
　ア　契約予定内容に関する調査票（資料３）
　イ　その他計画書の内容を補足する資料（ソフトウェアのⅡ-5別表との対応表等）　



